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  2015絆深めて 60 年  ともに未来へ  田布施町

広 報 た ぶ せ

田布施町
合併 60 周年記念式典

田布施町、還暦迎えました。

❶

❷

❸

❹

❺ ❻



田布施町合併 60 周年記念 DVD

『この町が好き !! 田布施町
　　　 ‐ SEASONS OF SMILE ‐ 』

が完成しました

　「田布施の魅力が詰まった DVD を手作りしよう」と、平成 26 年
10 月～平成 27 年９月の１年間、町職員がイベントなどをビデオで
撮影してきました。このたび、それらの映像を田布施町合併 60 周年
記念 DVD『この町が好き !! 田布施町 ‐ SEASONS OF SMILE ‐ 』と
して約 15 分の作品にし、式典のオープニングで上映しました。
　撮影にご協力くださったみなさん、出演してくださったみなさん、
本当にありがとうございました。
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田布施町名誉町民に
   吹田 愰  氏 を推戴
11 月３日、田布施町合併 60 周年記念式典において、
吹田愰氏に名誉町民の称号と名誉町民章が授与されました。

　吹田氏は、25 歳で城南村長に就任。昭和 30 年１月、田布
施町合併に伴う町長選に出馬し 27 歳で当選、初代町長として
２期にわたり新生田布施町発展の礎を築かれました。

昭和 27 年９月 城南村長就任

昭和 30 年１月 田布施町長就任

昭和 38 年４月 山口県議会議員就任

昭和 47 年３月 山口県土地改良事業団体連合会会長就任「現役職」

昭和 50 年５月 山口県議会議長に就任

昭和 54 年 10 月 衆議院議員当選

昭和 62 年４月 全国土地改良事業団体連合会理事就任

平成２年 12 月 自治大臣兼国家公安委員会委員長として初入閣

平成３年９月 全国土地改良事業団体連合会副会長就任

平成 27 年４月 全国土地改良事業団体連合会理事就任「現役職」

昭和 42 年 11 月 山口県知事表彰（地方自治功労）

昭和 48 年 10 月 全国都道府県議会議長会表彰（地方自治功労）

平成 12 年 11 月 勲一等瑞宝章受章

佐藤　寛造

（1879 ～ 1970）

明 治 35 年 に 無 医 村 で
あった地元に開業し、60
余年にわたり、医療と衛
生思想の普及につとめ、
広く地域における社会福
祉の増進に貢献される。

北村　サヨ

（1900 ～ 1967）

昭和 17 年頃から信仰の
道、平和な新しい国づく
りを説かれ、海外へも田
布施町の名声をひろげら
れる。

佐藤　榮作

（1901 ～ 1975）

昭和 39 年内閣総理大臣
に就任後、７年８カ月の
永きにわたり、最高責任
者として国政に携わり、
世界平和に貢献される。
昭和 49 年にはノーベル
平和賞を受賞。

岸　信介

（1896 ～ 1987）

衆議院議員として 30 年
の永きにわたり、国政の
重責を担われる。その間、
３年５カ月、内閣総理大
臣として、新しい日米関
係を樹立するなど、歴史
的な業績を残された。

木村　貞明

（1924 ～ 2013）

昭和 31 年田布施町議会議
員として、大晃機械工業
株式会社の誘致に貢献さ
れ、同社を日本屈指の船
舶・陸上用ポンプメーカー
に成長させ、田布施町の
産業振興に貢献される。

◇略歴

（１）功績 （２）賞

  これまでの田布施町名誉町民（推戴順に掲載） .

　その後、昭和 38 年から４期、山口県議会議員をつとめられ、昭和 50 年に県議会議長に就任、県勢発展に
も多大な貢献をされました。
　昭和 54 年、衆議院議員総選挙で当選、平成２年には自治大臣兼国家公安委員会委員長として初入閣。平成
８年に衆議院議員を辞職されるまで、永きにわたり、国、山口県および田布施町の発展に寄与されました。
　その後も全国土地改良事業団体連合会副会長および山口県土地改良事業団体連合会会長などの要職を歴任さ
れ、念願であった南周防地区の国営ほ場整備事業の実現に尽力されています。
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〔昭和 37 年 11 月 23 日推戴〕〔昭和 42 年 12 月 30 日推戴〕 〔昭和 50 年６月３日推戴〕 〔昭和 58 年９月 20 日推戴〕 〔平成 25 年８月６日推戴〕
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功労者表彰 　田布施町を愛し町に貢献してくださった多くの人に、
功労者表彰および感謝状が授与されました。

田布施町合併 60 周年記念　　絵画・作文特選作品

絵画
特選作品

『田布施川で遊ぼう』
　田布施西小学校４年　藤井　春佳  さん

『みんなで造り上げる田布施町 !!』
　田布施中学校２年　寺尾　友希  さん

作文
特選作品

『田布施町をより良くするために…』
　東田布施小学校６年　宮崎　美音  さん

『田布施っ子のいる町を』
　田布施中学校２年　鶴田　彩笑  さん

※入賞したすべての作品を、記
念文集として各公共施設に展
示しています。（町ホームペー
ジにも掲載しています。）



５ 広報たぶせNo.950

財政状況報告

地 方 交 付 税

町 税

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

町 債

地 方 消 費 税 交 付 金

繰 越 金

分 担 金 お よ び 負 担 金

使 用 料 お よ び 手 数 料

そ の 他

19 億 7,257 万 8 千円

16 億 3,745 万 5 千円

7 億 3,422 万 1 千円

4 億 8,853 万 8 千円

4 億　200 万 1 千円

1 億 8,000 万　　円

1 億 4,086 万 9 千円

8,442 万 1 千円

7,171 万 8 千円

1 億 8,234 万 3 千円

民 生 費

総 務 費

公 債 費

教 育 費

土 木 費

衛 生 費

消 防 費

農 林 水 産 業 費

議 会 費

そ の 他

0.00000 500000.093751000000.187501500000.281250 500000 1000000 1500000 2000000 0.00000500000.093751000000.18750 1500000.28125 0500000100000015000002000000

平成 27年度
上半期

5 億 7,355 万　　円（29.7％）

3 億 5,305 万 7 千円（39.1％）

3 億 1,978 万 3 千円（41.8％）

2 億 3,505 万 8 千円（35.0％）

4,253 万 5 千円（8.0％）

1 億 5,851 万 4 千円（35.3％）

1 億 2,992 万 3 千円（55.8％）

7,705 万 8 千円（31.8％）

4,567 万 5 千円（55.3％）

3,231 万 3 千円（37.6％）

13 億 3,961 万 8 千円（67.9％）

10 億 7,126 万 8 千円（65.4％）

2 億 6,973 万 5 千円（36.7％）

6,726 万 1 千円（13.8％）

690 万　　円　（1.7％）

1 億 5,519 万 1 千円（86.2％）

1 億 4,086 万 9 千円（100％）

3,753 万 8 千円（44.5％）

3,102 万　　円（43.3％）

4,627 万 4 千円（25.4％）

19 億 3,158 万 6 千円

9 億　213 万 6 千円

7 億 6,426 万 5 千円

6 億 7,151 万　　円

5 億 3,275 万 4 千円

4 億 4,864 万 3 千円

2 億 3,265 万　　円

2 億 4,199 万　　円

8,256 万 4 千円

8,604 万 6 千円

会　計　区　分 現　在　高

一　般　会　計 64 億 1,687 万円
下水道事業特別会計 51 億　145 万円

合　　　計 115 億 1,832 万円

区　分 面　積 区　分 金　額

土 地 475,314㎡ 車 両 50 台

建 物 65,430㎡ 出 資 金 等 20 億 3,884 万円

山 林 3,640,934㎡ 基 金 14 億 1,854 万円

会計区分 予算現額 （A） 収入済額 （B） 執行率
（B/A） 支出済額 （C） 執行率

（C/A）

国 民 健 康 保 険 24 億 1,650 万 8 千円 9 億 3,199 万 1 千円 38.6% 9 億 4,714 万 5 千円 39.2%
下 水 道 事 業 8 億 5,194 万 8 千円 4,566 万 3 千円 5.4% 2 億 7,602 万 4 千円 32.4%
介 護 保 険 14 億 1,733 万 7 千円 5 億 5,676 万 9 千円 39.3% 5 億 5,804 万 2 千円 39.4%
後 期 高 齢 者 医 療 2 億 5,290 万 9 千円 7,281 万 5 千円 28.8% 7,752 万　　円 30.7%

合　　　計 49 億 3,870 万 2 千円 16 億     723 万 8 千円 32.5% 18 億 5,873 万　　円 37.6%

一般会計予算の執行状況
　　　予算現額  58 億 9,414 万 4 千円

■特別会計予算の執行状況

■町債の状況（借入金残額）

問総務企画課  財政係
　☎ 52-5803

■町有財産の状況

0　　　 ５　　　10　　　15　　20（億円）

収入済額合計　
31 億 6,567 万 4 千円（53.7％）歳入 歳出支出済額合計　

19 億 6,746 万 6 千円（33.4％）

　　  15　　　10　　　 ５　　　　0

　町の財政状況を理解していただくため、年２回その内容をお知らせしています。今回は平成27年度上半
期（平成27年９月30日現在）の一般会計・特別会計予算の収支、財産、負債などの状況をお知らせします。
　平成27年度一般会計の当初予算額は54億6,200万円で、平成26年度からの繰越額が２億1,944万８千円
でした。その後、６月および９月に予算の補正を行い、予算現額は58億9,414万４千円になりました。予算
の執行率は、歳入が53.7％、歳出が33.4％となっています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　特別会計では、当初予算額48億2,589万４千円に加え、下水道事業特別会計の前年度繰越額、国民健康
保険特別会計および介護保険特別会計での補正があり、予算現額は49億3,870万２千円となっています。

予算現額 収入（支出）済額

（　）内は執行率

グラフの
　見方

＊端数処理のため、合計額が合わない場合があります。
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人事行政の運営等の状況

町職員の給与・定員管理を公表します 概要版

問総務企画課　☎ 52-5802

住民基本台帳人口
（H27.1.1 現在）

15,871 人

歳出額　　　（Ａ） 5,607,451 千円

実質収支 100,891 千円

人件費　　　（Ｂ） 1,045,656 千円

人件費率　 （Ｂ／Ａ） 18.6 %
（参考）25 年度の人件費率 19.4 %

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含み
ます。

■人件費の状況（平成 26 年度  普通会計決算）

■職員の平均給料月額、平均給与月額
　および平均年齢の状況　　　　（H27.4.1 現在）

一般行政職

平均給料月額 297,080 円
平均給与月額 355,984 円
平均年齢 40.2 歳

技能労務職

平均給料月額 303,880 円
平均給与月額 307,080 円
平均年齢 53.7 歳

※一般行政職とは、税務職、技能労務職などを除いた職種です。
※平均給与月額は、給料と職員手当（期末・勤勉手当を除

く）をあわせたものです。

職　員　数　　　　　（Ａ） 114 人

給

与

費

給料 413,321 千円
職員手当 46,084 千円
期末・勤勉手当 151,273 千円
計　　　　　　　（Ｂ） 610,678 千円

１人当たりの給与費（Ｂ／Ａ） 5,357 千円

■職員給与費の状況（平成 26 年度  普通会計決算）

■職員の初任給の状況（H27.4.1 現在）

区　　　分 田布施町 国

一般行政職
大学卒 177,600 円 174,200 円
高校卒 145,000 円 142,100 円

技能労務職 高校卒 137,200 円 －

■職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
　（一般行政職　H27.4.1 現在）

区  分
経　験　年　数

10 年 20 年 30 年

大学卒 248,843 円 353,520 円 398,200 円

高校卒 － 298,825 円 －

※対象者４人以上の区分についてのみ記載しています。

■職員手当の状況
○期末・勤勉手当（26 年度支給割合）[ 国と同じ ]

区　分 6 月期 12 月期 計
期　末 1.225 月分 1.375 月分 2.6 月分
勤　勉 0.675 月分 0.825 月分 1.5 月分

※職制上の段階、職務の級などにより５～ 15％加算措置
があります。

○退職手当（H27.4.1 現在）

区　分 勤続 20 年 勤続 25 年 勤続 35 年
自己の都合 20.445 月分 29.145 月分 41.325 月分
勧奨・定年 25.55625 月分 34.5825 月分 49.59 月分

○時間外勤務手当

区　　　分 25 年度 26 年度
支　給　総　額 22,295 千円 16,946 千円
職員１人当たり支給年額 196 千円 149 千円

○特殊勤務手当【6 種類】（26 年度）
　　職員全体に占める手当支給職員の割合…12.9％
　　支給職員１人当たり平均支給年額…4,518 円
○扶養手当（H27.4.1 現在）[ 国と同じ ]
　　配偶者…13,000 円
　　子・父母など１人につき…6,500 円
　　配偶者なしの場合１人目…11,000 円
　　特定期間の加算…5,000 円
○住居手当（H27.4.1 現在）[ 国と同じ ]
　　借家　家賃 23,000 円以下…家賃－ 12,000 円
　　　　　家賃 23,000 円超…
　　　　　　（家賃－ 23,000 円）÷ 2 ＋ 11,000 円
　　　　　　　　　　　　　　（最高月額 27,000 円）
○通勤手当
　　交通機関利用…運賃相当額（最高月額 55,000 円）
　　交通用具利用…距離により 2 ～４㎞…2,500 円
　　　　　　　　　以下 2㎞毎に 1,500 円加算

　　　　　　　　　（上限 20㎞以上 16,000 円）
　　　※国…2 ～ 5㎞ 2,000 円～ 60㎞以上 31,600 円

※その他の加算　定年前早期退職特例措置（２％～ 20％）
　１人当たり平均支給額（H26 年度）…23,618 千円

年　　度 17 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

職 員 数 148 143 137 128 126 127 129 131 132 133
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■部門別職員数の状況（各年 4 月 1 日現在）

職　員　数（人） 対前年
増減数H26 年 H27 年

一　

般　

行　

政

議 会 2 2

総務企画 31 29 △ 2

税 務 13 13

民 生 18 20 2

衛 生 10 10

労 働 － －

農林水産 10 9 △ 1

商 工 2 3 1

土 木 10 10

小　計 96 96

特 別
行 政

教 育 18 21 3

小　計 18 21 3

公 営
企業等
会 計

下 水 道 6 5 △ 1

国 保 等 12 11 △ 1

小　計 18 16 △ 2

合　　計 132 133 1

■一般行政職の級別職員数の状況（H27.4.1 現在）

区分 職 務 職員数 構成比
※参　考

1 年前 5 年前

1 級
主事
主事補

19 人 19.2% 19.5% 10.9%

2 級 主事 19 人 19.2% 16.3% 2.2%

3 級
係長
主査
主任主事

20 人 20.2% 21.4% 26.1%

4 級
課長補佐
係長
主査

18 人 18.2% 17.3% 31.5%

5 級
主幹
課長補佐

13 人 13.1% 15.3% 20.6%

6 級
課長
主幹

10 人 10.1% 10.2% 8.7%

合計 99 人 100% 100% 100%

※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
※職務は、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

■昇給への勤務成績の反映（H27.1.1 昇給分）

勤務成績が特に良好と認められる者 11 人

勤務成績が良好と認められる者 119 人

病気休暇・懲戒処分等でやや良好でない
者および勤務成績不良で昇給させること
が不適当な者

2 人

■特別職の報酬等の状況（H27.4.1 現在）

※ 27 年度も町長の給料を 15％、副町長および教育長の
給料を 10％減額しています。

　（　）は、本町独自の給与抑制措置を行う前の額です。

年　　度 17 年度 19 年度 20 年度 21 年度 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

職 員 数 148 143 137 128 126 127 129 131 132 133

（各年 4 月 1 日現在）

区　分

部　門

区　分 給料・報酬月額 期末手当

町 長

副町長

教育長

600,100 円
（706,000 円）

519,300 円
（577,000 円）

474,300 円
（527,000 円）

  6 月期  1.4 月分
12 月期  1.7 月分
 　計　 3.1 月分

議 長
副議長
議 員

278,000 円
224,000 円
205,000 円

  6 月期  1.4 月分
12 月期  1.7 月分
 　計　 3.1 月分

■職員数の推移
　行政改革実施計画に基づき、職員数を平成17年度から15人削減しています。また、平成19年度から
引き続いた職員大量退職の影響を最小限に留めるよう、今後も効率的な組織機構の見直しや人材育成を図
りながら、定員適正化計画を定め、長期的視点からの職員数の適正化を図ります。

　人事行政の運営等の状況の公表に関する条例に基づいて、職員給与や職員数の状況を公表します。
　同条例では、今回掲載している給与、職員数の他にも、勤務時間などの服務、職員研修や福利厚生など
も公表することになっています。紙面の都合で広報には掲載していませんが、町のホームページまたは総
務企画課で閲覧することができます。
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総
務
省
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

◇
募
集
人
員

・
小
行
司
地
域
（
農
林
業
支
援
・
地

域
振
興
）　

１
人

・
町
内
全
域
（
移
住
定
住
促
進
・
観

光
振
興
）　

１
人

◇
募
集
要
件

①
年
齢　

20
歳
以
上
45
歳
未
満
の
人

（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

②
性
別　

問
い
ま
せ
ん

③
居
住
地
要
件

（
現
在
お
住
ま
い
の
住
所
）

　

３
大
都
市
圏
内
の
都
市
地
域
も
し

く
は
一
部
条
件
不
利
地
域
ま
た
は

政
令
指
定
都
市
に
住
民
票
を
有
し
、

委
嘱
後
、
田
布
施
町
に
生
活
拠
点

を
移
し
住
民
票
を
移
動
で
き
る
人

④
普
通
自
動
車
免
許
を
取
得
し
て
い

る
人

⑤
一
般
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き

る
人

⑥
３
年
間
は
継
続
し
て
働
く
こ
と
が

で
き
る
人

⑦
心
身
と
も
に
健
康
で
、
地
域
住

民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取

れ
、
協
力
し
て
地
域
の
活
性
化
に

取
り
組
み
、
地
域
を
元
気
に
す
る

意
欲
の
あ
る
人

⑧
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
規
定
す

る
欠
格
条
項
に
該
当
し
な
い
こ
と

⑨
雇
用
期
間
終
了
後
、
起
業
、
就
業

し
定
住
す
る
意
欲
の
あ
る
人

⑩
そ
の
他　

家
族
で
の
居
住
も
可
能

◇
勤
務
地

・
小
行
司
地
区（
農
林
業
支
援
）

・
町
内
全
域（
移
住
定
住
促
進
）

◇
賃
金　

月
額
16
万
７
０
０
０
円

◇
待
遇

・
住
居　

町
が
費
用
負
担
し
用
意
し

ま
す
。（
引
越
費
用
、
光
熱
水
費
、

生
活
用
品
な
ど
は
自
己
負
担
）

・
福
利
厚
生　

健
康
保
険
、
厚
生
年

金
、
雇
用
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

・
そ
の
他　

業
務
に
必
要
な
も
の
を

予
算
の
範
囲
内
で
支
給
し
ま
す
。

◇
業
務

　

次
の
業
務
を
町
職
員
や
地
域
住
民

な
ど
と
協
力
し
な
が
ら
遂
行
し
ま

す
。

・
共
通
事
項

　

地
域
行
事
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

そ
の
他
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
活
動

・
小
行
司
地
域

①
小
行
司
地
域
の
住
民
と
し
て
、
地

域
の
行
事
な
ど
に
参
加
し
若
い
力

を
活
か
す

②
活
動
拠
点
を
小
行
司
に
こ
に
こ

パ
ー
ク
と
設
定
し
、
基
本
的
に
加

工
所
の
運
営
補
助
を
行
い
な
が

ら
、
林
業
、
農
業
体
験
を
行
う

・
町
内
全
域

①
地
域
間
交
流
お
よ
び
移
住
・
定
住

に
関
す
る
活
動

②
田
布
施
町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
推
進
協
議
会
の

運
営
事
務

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

を
募
集

第
２
回

　

田
布
施
町
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
を
活
用
し
、
３※

大
都
市
圏

内
の
都
市
地
域
も
し
く
は
一
部
条
件
不
利
地
域
ま
た
は
政
令
指
定
都
市
に

住
む
若
者
な
ど
を
対
象
に「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
」を
募
集
し
ま
す
。

　

今
回
の
募
集
で
は
、
小
行
司
地
区
で
生
活
し
、
地
域
を
活
性
化
・
持
続

さ
せ
将
来
の
担
い
手
と
な
る
隊
員
１
人
と
、「
田
布
施
町
Ｉ
Ｊ
Ｕ
（
移
住
）

推
進
協
議
会
」
で
田
布
施
町
の
新
た
な
魅
力
を
発
掘
し
Ｐ
Ｒ
す
る
隊
員
１

人
の
、
計
２
人
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
細
は
、
経
済
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
応
募
方
法

○
申
込
受
付
期
間

　

平
成
27
年
11
月
２
日（
月
）～
平
成

28
年
１
月
29
日（
金
）必
着
。
郵
送

で
受
け
付
け
ま
す
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
書
類
は
返
却

い
た
し
ま
せ
ん
。

○
提
出
書
類

・
応
募
用
紙
（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
能
で
す
。）

・
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
可
。
写

真
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
自
己
Ｐ
Ｒ
文

　
（
様
式
自
由
、
８
０
０
字
以
内
）

　
「
地
域
の
活
性
化
に
向
け
た
意
気

込
み
」や「
地
域
の
活
性
化
に
活
か

せ
る
自
分
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン

ト
」、「
地
域
で
取
り
組
み
た
い
こ

と
」な
ど
を
Ｐ
Ｒ
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

田
布
施
町
役
場

　
　
　
　
　

 

経
済
課  

地
域
振
興
係

　

〒
７
４
２
‐
１
５
９
２

　

山
口
県
熊
毛
郡
田
布
施
町

　

大
字
下
田
布
施
３
４
４
０
番
地
１

　

☎
０
８
２
０
‐
52
‐
５
８
０
５　

℻
０
８
２
０
‐
53
‐
０
１
４
０

　

E-m
ail

：keizai@
tow

n.tabuse.
lg.jp



              

９

に便乗した不審な電話などに注意！

問経済課　☎ 52-5805  /  山口県消費生活センター　☎ 083-924-0999
　マイナンバー専用コールセンター　☎ 0570-20-0178

　それはマイナンバーの『かたり調査』です。
　10 月からマイナンバーが通知されることに関連して、行政機関の職員などをかたり、「口座番号」や

「資産」「年金情報」などの個人情報を、電話やメール、訪問などで聞き出そうとする『かたり調査』の
相談が全国で発生しています。不審な電話がかかってきた場合は、相手にせずにすぐに電話を切り、来
訪の申出があっても断ってください。少しでも不安を感じたら、すぐにお住まいの自治体の消費生活相
談窓口や、県消費センターにご相談ください。
　なお、マイナンバー制度の仕組みなど全般については、マイナンバーの専用コールセンターで受けつ
けていますので、そちらにご連絡ください。

ワンポイント講座

相
談
者 

Ａ
太
さ
ん

広報たぶせNo.950

　先日、電話で行政機関を名乗り『マイナンバー制度の導入に伴い、個
人情報を調査中である』と言って、資産や保険の契約状況などを聞かれ
ました。本当にそのような調査をしているのですか？

　

近
年
、
空
家
は
人
口
減
少
や
既

存
住
宅
の
老
朽
化
に
伴
い
、
田
布

施
町
に
限
ら
ず
全
国
的
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
適
切
な
管
理
が

で
き
て
い
な
い
空
家
の
増
加
は
、

防
災
、
衛
生
、
景
観
な
ど
の
地
域

住
民
の
生
活
環
境
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
５
月

26
日
か
ら
完
全
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
は
、
所
有
者
な
ど
に
対

し
空
家
の
適
正
管
理
を
促
す
も
の

で
、
管
理
不
全
な
空
家
に
対
し
、

命
令
や
勧
告
、
過
料
な
ど
を
定
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
方
で
空
家

な
ど
の
有
効
活
用
も
講
ず
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。
田
布
施
町
に

お
い
て
も
、
こ
の
法
律
の
施
行
に

伴
い
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
概
要

ア
空
家
等
の
所
有
者
は
、
適
切
な

管
理
を
す
る
と
と
も
に
、
町
が

実
施
す
る
空
家
対
策
及
び
有
効

利
用
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い

イ
管
理
不
全
の
空
家
等
を
発
見
し

た
と
き
は
、
町
に
情
報
を
提
供

し
て
く
だ
さ
い

ウ
特
定
空
家
対
策
協
議
会
を
設
置

し
ま
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、

空
家
等
対
策
計
画
の
作
成
お
よ

び
実
施
に
関
す
る
事
、
空
家
な

ど
の
適
正
な
管
理
に
関
す
る
事

に
つ
い
て
協
議
し
ま
す

※
特
定
空
家
と
は

・
倒
壊
等
著
し
く
保
安
上
危
険
と

な
る
空
家

・
衛
生
上
有
害
と
な
る
空
家

・
著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る

空
家

・
周
辺
環
境
の
保
全
を
図
る
た
め

に
放
置
で
き
な
い
空
家

問経済課　☎ 52-5805 

　田布施町では、活用できる空き家を探してい
ます。町内の賃貸できる空き家物件をデータ
ベース化し、田布施町に UJI ターンを希望する
人に情報を提供する「空き家バンク」に登録し
てみませんか。空き家の賃貸を希望される人は、
お気軽にお問い合わせください。

   「空き家バンク」登録物件を探しています  

問
建
設
課　

☎ 

52
‐
５
８
０
７ 

 
空 
家  
を
適
正
管
理
し
、
有
効
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
　

　
　
　
「
田
布
施
町
空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」
が

10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。　
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フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
と
は
、
子
育
て
の
援
助
を
し
た
い
人
（
提
供
会
員
）
と
子
育
て
の

援
助
を
受
け
た
い
人
（
依
頼
会
員
）
が
会
員
と
な
っ
て
、
お
互
い
に
子
育
て
を
助
け
合
う
組
織
で
す
。

◇
会
員
に
な
る
た
め
に
は

　

入
会
・
登
録
が
必
要
で
す（
無
料
）。

申
請
書
な
ど
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

◇
会
員
の
種
類

①
提
供
会
員

・
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
人

・
心
身
と
も
に
健
康
で
、
援
助
活

動
に
理
解
と
熱
意
を
有
し
、
セ
ン

タ
ー
が
認
め
る
講
習
会
を
受
講
し

た
人
も
し
く
は
同
等
の
知
識
を
有

す
る
人

②
依
頼
会
員

　

町
内
に
居
住
し
、
０
歳
児
～
小
学

６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人

※
「
両
方
会
員
」
と
し
て
、
提
供
会

員
と
依
頼
会
員
の
両
方
を
兼
ね
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

◇
援
助
の
内
容

・
保
育
園
の
保
育
時
間
開
始
ま
で
、

ま
た
は
保
育
終
了
時
間
後
の
子
ど

も
の
預
か
り

・
保
育
園
へ
子
ど
も
の
送
迎

・
児
童
ク
ラ
ブ
終
了
後
の
子
ど
も
の

預
か
り

・
学
校
の
放
課
後
の
子
ど
も
の
預
か
り

・
冠
婚
葬
祭
や
他
の
子
ど
も
の
学
校
行

事
、
買
い
物
な
ど
保
護
者
の
都
合
に

よ
る
一
時
的
な
子
ど
も
の
預
か
り

・
そ
の
他
、
会
員
の
育
児
に
関
す
る

必
要
な
援
助

◇
利
用
料
金

・
月
曜
日
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

午
前
７
時
～
午
後
７
時

　

１
時
間
あ
た
り
６
０
０
円

・
右
記
以
外
の
曜
日
・
時
間
帯

　

１
時
間
あ
た
り
７
０
０
円

※
最
初
の
１
時
間
ま
で
は
、
そ
れ
に
満

た
な
い
場
合
で
も
１
時
間
と
し
ま
す
。

※
１
時
間
を
超
え
る
活
動
に
つ
い
て
は
、

30
分
以
内
の
超
過
は
右
記
の
金
額
の

半
額
、
30
分
を
超
え
１
時
間
未
満
の

超
過
は
１
時
間
の
金
額
と
し
ま
す
。

第
１
回
交
流
会

「
み
ん
な
で
ふ
れ
あ
い
体
操
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
」

◇
日
時　

12
月
16
日
（
水
）

　

午
前
10
時
～
正
午

◇
場
所

　

柳
井
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◇
内
容

　

み
ん
な
で
お
子
さ
ん
と
一
緒

に
ふ
れ
あ
い
体
操
を
楽
し
み

な
が
ら
、
体
力
作
り
に
役
立

て
る

◇
講
師　

大
内 

久
美
子  

氏

◇
定
員　

先
着
30
人
（
子
ど
も

同
伴
可
）

◇
参
加
費　

３
０
０
円

◇
申
込
締
切　

12
月
７
日（
月
）

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ

ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

☎ 
23
‐
０
６
６
８

問
や
な
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

　
☎ 

23
‐
０
６
６
８ 

  

児
童
虐
待
防
止

  

推
進
月
間  

　児童虐待の問題は社会全体で解決すべき重要な課題です。
　厚生労働省は 11 月を「児童虐待防止推進月間」と位置付け、児童虐待防止のた
めに集中的に広報・啓発などの各種の取組を全国的に実施しています。
　虐待の早期発見・早期対応には周囲が早めに気づくことがとても重要となります。
　「虐待かも」と感じたとき、育児や子育てに悩んだときは、24 時間受付ダイヤル
の「189」（語呂：いちはやく）にお気軽にご連絡ください。また、これまで同様、
町民福祉課、岩国児童相談所でもご相談に応じます。

◇
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み

センター事務局

依頼会員 提供会員
援助活動・利用料金授受

事前打ち合わせ

援助の
申し込み

援助要請の
承諾

活動報告書の
提出

援助の依頼
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自
転
車
を

　
　
安
全
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

平成 28 年度田布施町奨学金貸付
向学心に富む学生・生徒で、経済的な理由により修学が困難な人に対して奨学金を貸付けます。

区分 金額（月額）

高等学校または
専修学校の高等課程在学生

国公立 20,000 円
私立 25,000 円

高等専門学校在学生 30,000 円

大学または
専修学校の専門課程在学生

国公立 50,000 円
私立 55,000 円

◇申込方法
　学校教育課に備え付けの申請書に必

要事項を記入のうえ、申し込む
◇申込期限
　平成 28 年４月 28 日（木）
※詳細はお問い合わせください。

問学校教育課　☎ 52-5812 

田布施町人権教育推進大会
　人権意識の高揚と人権感覚の醸成を図り、１人ひとりが大切にされるまちづくりを推進するため、
人権教育推進大会を開催します。ふるってご参加ください。

◇日時　11 月 28 日（土）午後１時 30 分～
◇場所　西田布施公民館
◇内容　①小・中・高校生優秀作品の表彰および発表（作文・詩・啓発スローガン）
　　　　②記念講演　おおいた観光特使　大分県人権問題講師団講師
　　　　　　　　　　矢野大和事務所　矢野 大和　先生
　　　　　演題「笑って元気～必要とされている喜び」
◇主催　田布施町・田布施町教育委員会・田布施町人権教育推進協議会

問社会教育課　☎ 52-5813 
　町民福祉課　☎ 52-5810

14
の
危
険
行
為
と
は
？

①
信
号
無
視

②
通
行
禁
止
違
反

③
歩
行
者
用
道
路
徐
行
違
反

④
通
行
区
分
違
反

⑤
軽
車
両
の
路
側
帯
通
行
違
反

⑥
遮
断
踏
切
立
ち
入
り

⑦
交
差
点
安
全
進
行
義
務
違
反

⑧
交
差
点
優
先
車
妨
害
な
ど

⑨
環
状
交
差
点
の
安
全
進
行
義
務
違
反

⑩
指
定
場
所
に
お
け
る
一
時
不
停
止

⑪
自
転
車
の
歩
道
通
行
違
反

⑫
自
転
車
の
制
動
装
置
等
違
反

⑬
酒
酔
い
運
転

⑭
安
全
運
転
義
務
違
反

　

３
年
以
内
に
２
回
以
上
の
危
険
行
為

が
行
わ
れ
る
と
、
公
安
委
員
会
か
ら

受
講
命
令
が
あ
り
、
講
習
を
受
講
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
受
講
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
受
講
命

令
違
反
（
罰
金
５
万
円
以
下
）

・
自
転
車
の
二
人
乗
り

・
自
転
車
乗
用
中
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・

　

携
帯
電
話
の
使
用

・
傘
差
し
運
転

・
イ
ヤ
ホ
ン
を
使
用
し
な
が
ら
の
運
転

・
無
灯
火

　

こ
れ
ら
は
道
路
交
通
法
ま
た
は
山
口
県

道
路
交
通
規
則
で
禁
止
さ
れ
て
い
る
行

為
で
あ
り
、
違
反
で
検
挙
さ
れ
る
と
罰

金
ま
た
は
科
料
に
処
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
原
因
と

な
る
交
通
事
故
を
発
生
さ
せ
、「
安
全

運
転
義
務
違
反
」
と
し
て
送
致
さ
れ

る
と
、「
自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
」

の
14
の
危
険
行
為
に
該
当
し
ま
す
。
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サザンセト・カップリングパーティー in やない　参加者募集

　素敵な出会いをお探しの人、真剣にお付き合いしたい人を大募集します。

◇
日
時　

12
月
６
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
～
）

◇
場
所　

柳
井
ク
ル
ー
ズ
ホ
テ
ル

◇
参
加
資
格

・
男
性

　

20
～
45
歳
の
独
身
者
で
、
柳
井
地
域
（
柳

井
市
・
周
防
大
島
町
・
上
関
町
・
田
布

施
町
・
平
生
町
）
に
お
住
ま
い
の
人

・
女
性

　

20
～
45
歳
の
独
身
者
（
住
所
問
わ
ず
）

◇
参
加
費　

各
３
０
０
０
円

　
（
軽
食
・
フ
リ
ー
ド
リ
ン
ク
付
）

◇
定
員　

各
20
人

◇
内
容　

チ
ョ
ー
ク
ア
ー
ト
体
験
・
パ
テ
ィ

シ
エ
に
よ
る
ス
イ
ー
ツ
実
演
と
実
食

◇
申
込
締
切　

11
月
27
日
（
金
）

※
応
募
者
が
定
員
を
超
え
る
場
合
、
申
込
締

切
後
に
抽
選
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
応
募

者
多
数
の
場
合
、
締
切
前
で
あ
っ
て
も
募

集
を
打
ち
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
、
抽
選
後
ご
連

絡
い
た
し
ま
す
。

◇
主
催

　

柳
井
地
区
広
域
行
政
連
絡
協
議
会

◇
協
力　

㈳
や
ま
ぐ
ち
定
住
促
進
県
民
運

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

◇
申
込
み
先
・
問
合
せ
先

・
総
務
企
画
課  

企
画
係　

☎
52
‐
５
８
０
３

・
ら
く
よ
り
ド
ッ
ト
コ
ム

　

E-m
ail

：sayei@
m

7.gyao.ne.jp

『椎名誠　旅する文学館
　　　～山口・田布施 2015 ～』

展
示
企
画

講
演
会

椎名誠
『風景がおしえてくれたこと』

◇日時　12 月８日（火）～ 20 日（日）
　（14 日は休館日）　
　午前９時～午後５時
◇場所　田布施図書館

◇日時　12 月 13 日（日）
　午後１時 30 分～午後３時
◇場所　商工会館サリジエ
◇入場券　1,000 円

椎名誠さんの全著作、生原稿、
外国で買った珍しいお土産な
どを展示します。本は自由に
読むことができます。

◇問合せ先
　田布施町まるごと公園化プロジェクト事務局
　☎ 55-5402
講演終了後、書籍の販売・サイン会があります。

「
サ
ザ
ン
セ
ト　

う
ま
い
も
の
食
べ
ち
ゃ
ろ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

「
食
彩
店
＆
や
ま
み
ち
ゃ
ん
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」
実
施
中
！

　「やまみちゃん商品」をお買い上げの人の
中から抽選で、「やまぐち食彩店」や「やま
みちゃん応援店」、「やまみちゃん起業家のお
店」で使える利用券が当たります。

◇実施期間
　11 月 1 日（日）～ 30 日（月）
◇実施場所
　役場、各実施店舗にて配布しているス

タンプラリー台紙に掲載の「やまぐち
食彩店」、「やまみちゃん応援店」およ
び「やまみちゃん起業家」の各店舗

◇応募資格
　「山口食彩店」で食事または、「やま

みちゃん応援店」、「やまみちゃん起業
家」の店舗で「やまみちゃん商品」を
１点以上お買い上げの人でスタンプを
2 店舗分集めていただいた人

問
柳
井
農
林
事
務
所　

☎
25
‐
３
２
９
２

  第 51 回

町内一周駅伝競走大会

12 月 13 日（日）
午前 10時～スタート！

駅伝出場チームの申込締切日を
延長しました。
◇出場申込締切
　11 月 18 日（水）
◇メンバー申込締切
　11 月 25 日（水）

当日は交通規制のかかる場所があります。

※駅伝の詳細は
　広報たぶせ９月号をご覧ください。

問田布施体育協会　☎ 52-3832



食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
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　保健センターだより　
健
康
づ
く
り

推
進
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

薄味の食習慣を身につけましょう
問保健センター　☎ 52-4999

■１日の食塩摂取量は？

　成人男性　8.0 ｇ未満
　成人女性　7.0 ｇ未満
　（日本人の食事摂取基準【2015 年版】）

　山口県民の食塩摂取量は、男性 11.6g、女性 9.1g
で、いずれも目標値より多く、疾患のリスクが高
いといえます。

■こんな食習慣になっていませんか？

　次の項目にチェックが多いほど、食塩をとりすぎ
ている可能性があります。食べ方や食品選びを工
夫しましょう。

　□食塩を気にしたことがない

　□ラーメンなど麺類の汁は残さず飲む

　□食事に汁物は欠かせない

　□漬物、明太子、干物など塩辛いものを好んで食べる

　□レトルト食品、インスタント食品を

　　利用することが多い

　□野菜をあまり食べない

★
ア
ジ
の
チ
ー
ズ
フ
ラ
イ
★

中
学
校
の
家
庭
科
実
習
で
１
年
生
と
一
緒
に
作
っ
た
レ
シ
ピ
で
す
。

ア
ジ
の
身
と
衣
に
し
っ
か
り
味
が
つ
い
て
い
る
の
で
、ソ
ー
ス
な
ど
か
け
ず
、

そ
の
ま
ま
食
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

素
材
の
味
を
大
切
に
、
普
段
か
ら
薄
味
の
食
生
活
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

作
り
方

① 

ア
ジ
は
、
ぜ
い
ご
と
う
ろ
こ
を
取
っ
て
３
枚
に
お
ろ
し
、
塩
・
こ
し
ょ

う
を
薄
く
し
て
お
く
。

② 

梅
干
し
は
、
種
を
取
り
除
き
、
包
丁
で
叩
い
て
細
か
く
し
、
ア
ジ
の
身

に
薄
く
ぬ
る
。

③ 

青
じ
そ
は
、
細
か
い
み
じ
ん
切
り
に
し
、
Ⓐ
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
バ
ッ
ト

に
広
げ
て
お
く
。

④ 

小
麦
粉
→
溶
き
卵
→
③
の
順
に
衣
を
つ
け
て
、
１
８
０
℃
の
油
で
揚
げ
、

油
を
き
る
。

１人分の栄養価
エネルギー…284kcal
たんぱく質…18.9g　脂質…15.8g
カルシウム…136mg　塩分…1.6g

材
料（
４
人
分
）Ⓐ

アジ　　　　　　　（４尾）240g
塩・こしょう　　　　　　　少々
梅干し　　　　　　　　　中１個
青じそ　　　　　　　　　　４枚
　粉チーズ　　　　　　　　 30g
　パン粉　　  　 　１／２カップ
小麦粉　　　　　　　　大さじ１
溶き卵　　　　　　　　　　１個
油　　　　　　  　　　　　 適量

■美味しく食べる薄味のコツ

＊新鮮な食材の持ち味を活かす
→おいしい素材は調味いらず。材料を買うときは
「旬」と「鮮度」に注目しましょう。

＊天然だしの旨味を上手に使う
→かつお、昆布、いりこ、しいたけなど。顆粒だし

には食塩が多いので気をつけましょう。
＊食材の香り、酸味、薬味、香辛料の風味を活かす
→柑橘類（レモン、柚子など）、酢、スパイス（こしょ

う、カレー粉、唐辛子など）、香味野菜（ねぎ、生姜、
にんにく、ハーブなど）でアクセントを。

＊汁物は１日１回、具だくさんで食べる
→野菜には、血圧を調整するカリウムが豊富に含ま

れています。具だくさんにすると、飲む汁の量も
減らせて一石二鳥！

＊低塩の調味料を利用する

＜参考「元気っちゃ！やまぐち減塩ライフ」＞

　食塩は、体内の水分調整などに関わる大切なミネラルですが、とりすぎると、高血圧、脳血管疾患、心疾患、
腎障害など、重い疾患の要因になります。日頃から薄味の食事を意識し、健康な毎日を過ごしましょう。
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Tabuse
Town News

スポーツまつり
　10月17日（土）、毎年恒例の『スポーツまつり』
が、スポーツセンターで行われました。
　今年は、より多くの町民のみなさんに参加して
いただきたいという思いで、これまでの「競技大会」
型から「昔なじみの運動会」型に舵を切りました。
　メイン会場のグラウンドでは、スポーツ団体と
連合自治会が４チームに分かれ、多くの競技や
ゲームをお祭り感覚で楽しみました。大内久美子
さんのテンポの良い進行に、飛入り参加種目には
多くの人が出場されました。また、昼休みには中
学生のダンスが披露され、小学校区対抗リレーで
会場の盛り上がりは最高潮に達しました。
　その他、出店や軽スポーツコーナー、健康ブー
スが設けられ、参加者はスポーツセンターの各所
に足を運んでいました。また、ウォーキング大会、
ドッチビー大会、ソフトバレー大会も同時に行わ
れ、いずれも大いに盛り上がりを見せました。
　約1,300人に及んだ参加者のみなさん、スタッ
フのみなさん、ご協力ありがとうございました。

＜田布施体育協会＞

❶

❶気持ちをひとつに、百足競

争　❷「パンが食えない！」

❸恥ずかしがりつつもダンス

を踊りきった中学生　❹音楽

に合わせてしっかり足踏み　

❺おしりに力を入れて風船を

割ろう　❻大人も一緒に勝利

を目指す（ドッジビー大会）

　❼棒が全部落ちないように

気をつけて（健康ブース）　

❽絶対にひっかからないぞ！

❷

❹❸

❺ ❼ ❽

❻
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10/18 田布施を学びながらウォーキング
　『第 28 回ねんりんピックおいでませ！山口
2015』が開催され、田布施町ではウォークラリー
交流大会が行われました。
　全国各地から集まった出場者のみなさんは、和
太鼓集団山城組『空』の演奏で田布施町内に送り出
されました。田布施農工高等学校や八坂神社、ハ
ミングロードなど町並みを散策し、町民のみなさ
んと交流しながら、笑顔で町内をウォーキングし
ていました。

10/25 田布施に響くふるさとの詩
　西田布施公民館で、田布施町合併60周年記念
コンサート『クラリネットとソプラノで聴くふる
さとの詩』が開催され、クラリネット・ソプラノ
Duo 悠（はるか）の石田祥子さんと杉澤れいさん
が演奏を行いました。
　石田さんと杉澤さんの演奏は会場に響き渡り、
観客のみなさんはうっとりとした様子でその美し
い音楽に耳を傾けていました。

10/14 農工生がロボット競技で全国へ
　田布施農工高等学校の生徒が『第23回全国高等
学校ロボット競技大会』へ出場することが決まり、
町長へ報告に訪れました。
　大会では、テニスボールとバレーボールを丸筒
の上に置くまでの個数とタイムを競います。
　機械制御科３年の福田侑生さんは、「県大会の
記録よりもよい記録を出したい」と勝利に向けて
意気込んでいました。

10/29 「おもてなし」で得るものとは
　田布施中学校の体育館で、田布施町合併60周
年記念講演『おもてなしの心』が開催され、田布施
町出身の佐藤洋詩恵さんが来校されました。
　佐藤さんは10歳まで城南に住んでおり、現在
は山形県の『日本の宿  古窯』で女将をしておられ
ます。講演では、おもてなしをすることで自分が
成長することや、田布施町で過ごした幼少時代な
どを丁寧に分かりやすく話してくださいました。



162015　11/13 号　

10/ １ 教育委員に金長広典さん再任
　教育委員会の委員である金長広典さんの任期が
９月末日をもって満了することに伴い、９月の町
議会定例会において委員として引き続き任命する
議案が上程され、承認されました。
　金長広典さんは５期目の教育委員の任期をス
タートされました。任期は、平成27年10月１日
～平成31年９月30日までの４年間です。
　田布施町教育委員会ではこれを受け、10月１

田布施フォークダンスに感謝状
　田布施町麻郷福祉会館で活動されている田布施
フォークダンスクラブ " グリーン " が、長年の功
績を認められ、10月10日（土）に山口県フォーク
ダンス連盟より感謝状を受けられました。
　グリーンは現在14人で、吉見美岐子先生のご
指導のもと活動を行っています。メンバーのみな
さんは「これからも楽しみながら続けていきたい」
と抱負を語られました。

Tabuse
Town News

10/ ９ いちじくわいん、完成しました
　商工会館サリジエで『いちじくわいん試飲会』が
行われました。
　試飲会では、いちじくわいんの製作や販売に関
わったみなさんが、今年のいちじくわいんの味や
香りを確かめていました。
　また、会場には町内の飲食店・販売店が作るい
ちじく料理や加工品がずらりと並び、来場した人
たちは、店員と会話をしながら田布施の味覚を楽
しんでいました。

10/25 文化展の作品鑑賞で「芸術の秋」
　10月24日（土）・25日（日）の２日間、中央公
民館で『文化展』が開催されました。
　展示会場には、絵画や俳句、短歌、陶芸、町内
各地で描かれた田んぼアートの写真など、大小さ
まざまな芸術作品が並びました。
　鑑賞に訪れた人たちは、ひとつひとつの作品に
込められた制作者の思いを感じながら、ゆっくり
と会場を回り、田布施の芸術の秋を堪能していま
した。

10/10

日に委員会を開催
し、教育委員長と
して引き続き金長
広典さんを再任い
たしました（任期
１年）。
　なお、委員長職
務代理は引き続き
櫻井濟美さんに再
任 い た し ま し た

（任期１年）。
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◇場所
　田布施町商工会館　サリジエ駐車場
※図書館西隣の町有地に駐車してください。
　サリジエには駐車できません。
◇点灯期間
　12 月６日（日）
　　　～１月３日（日）
　午後５時～午後 10 時
◇その他
　先着 240 人にお菓子をプレゼント
　（２歳以上～小学生以下）。
　午後５時 30 分から引換券を配布し、
　点灯式後、お菓子と交換します。
◇主催　田布施町商工会
　　　　青年部・女性部
◇問合せ先　田布施町商工会　☎ 52-2983

12 月５日（土）午後 6 時～　※雨天決行

クリスマスイルミネーション
　　　　点　灯　式

　

新
成
人
の
み
な
さ
ん
の
前
途
を

祝
福
し
て
成
人
式
を
行
い
ま
す
。

　

10
月
15
日
現
在
で
町
内
に
住
民

票
の
あ
る
人
に
は
案
内
を
送
付
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
後
に
転
入
し

◎
平
成
28
年
１
月
３
日（
日
）

午
後
１
時
～

◎
西
田
布
施
公
民
館

た
人
や
町
内
に
住
民
票
の
な
い
人

（
田
布
施
町
出
身
者
）で
、
町
の
成

人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
人
は
、

次
の
連
絡
事
項
を
社
会
教
育
課
に

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

◇
連
絡
事
項

　

新
成
人
の
氏
名
、
生
年
月
日
、

住
所
、
世
帯
主
名
、
電
話
番
号

◇
受
付
期
限　

11
月
30
日（
月
）

※
成
人
式
対
象
者　

平
成
７
年
４

月
２
日
～
平
成
８
年
４
月
１
日

に
生
ま
れ
た
人

田
布
施
町
成
人
式

問
社
会
教
育
課　

☎
52
‐
５
８
１
３

田
布
施
町
成
人
式

10/21 マウンテンマウスが先生に！
　城南小学校で、「心の先生」派遣事業としてマウ
ンテンマウスの公演が行われ、全校生徒と城南公
民館生きがい教室のみなさんが参加しました。
　マウンテンマウスのお二人は東日本大震災の支
援や自らの幼少時代の話を交えながら、友だち・
学級・学校・地域で助け合い支え合うことの大切
さを伝えていました。
　また、歌では会場にいる全員で振り付けを踊り、
終始和やかな空気に包まれていました。

10/27 まもるくんと一緒に人権を勉強
　城南小学校で、全校児童とその保護者を対象に

『人権教室』が行われました。
　会場となった体育館には、人権イメージキャラ
クター "人KENまもる君"が登場し、みんなで人
権について話し合いました。また、怪しい人につ
いて行きそうになる人 KEN まもる君をハラハラ
した様子で見守る児童たちに、人権擁護委員のみ
なさんは「知らない人にはついていかないように
しましょう」と改めて伝えていました。
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　藤本毅さんは、田布施図書館の館長や田布施西小学校の寺子屋教室
の会長などをされています。
　今回は、毎年新しいことにチャレンジをされている藤本さんに、生
涯学習についてお話していただきました。

一年一計

　
「
今
年
こ
そ
は
何
か
頑
張
っ
て
み
よ
う
!!
」

と
毎
年
元
旦
に
は
計
画
を
立
て
つ
つ
も
、
結

局
３
日
坊
主
に
終
わ
っ
て
い
た
の
が
私
の
50

代
で
し
た
。
６
年
前
か
ら
一
念
発
起
し
、
毎

年
一
計
画
を
立
て
て
、
現
在
も
ど
う
に
か

実
行
し
継
続
し
て
い
ま
す
。「
テ
レ
ビ
な
ど

で
洋
画
を
字
幕
無
し
で
見
ら
れ
た
ら
い
い
な

あ
!!
」、「
英
語
で
会
話
が
出
来
た
ら
外
国
旅

行
も
さ
ら
に
楽
し
い
だ
ろ
う
な
あ
!!
」と
い
う

気
持
ち
か
ら
、
ま
ず
は
学
生
時
代
の
記
憶
を

頼
り
に
、
１
週
間
に
一
度
、
身
の
ま
わ
り
の

出
来
事
な
ど
を
日
記
に
書
く
こ
と
か
ら
始
め

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
岩
国
基
地
の
先

生
に
添
削
し
て
も
ら
い
、
正
し
い
文
章
を
覚

え
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
１
カ

月
に
80
語
の
暗
記
を
目
標
に
自
作
単
語
帳
で

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
覚
え
る
よ
り
も
忘
れ

る
ス
ピ
ー
ド
の
方
が
早
く
困
っ
た
も
の
で
す
。

　

先
日
は
、
世
界
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
行
事
が

あ
り
、
田
布
施
に
も
２
８
０
人
の
海
外
の
方

が
来
ら
れ
ま
し
た
。
私
も
友
達
と
共
に
語
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
、
拙
い

英
会
話
を
役
立
て
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
４
年
前
か
ら
ジ
ョ
ギ
ン
グ
も
始
め

ま
し
た
。
当
初
は
、
１
０
０
メ
ー
ト
ル
走
る

の
も
息
が
切
れ
て
大
変
で
し
た
が
、
１
分
で

も
速
く
走
ろ
う
と
毎
回
タ
イ
ム
を
計
り
、
ス

ピ
ー
ド
を
上
げ
、
持
久
力
を
つ
け
る
こ
と

で
、
３
キ
ロ
位
は
走
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
桜
ま
つ
り
マ
ラ
ソ
ン
に
は
連
続
３
回
参

加
し
て
お
り
、
来
年
も
挑
戦
す
る
予
定
で

す
。
将
来
的
に
は
10
キ
ロ
走
る
事
を
目
標
に

頑
張
り
、
大
き
な
大
会
も
目
指
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

３
年
前
か
ら
田
布
施
西
小
学
校
の
放
課
後

子
ど
も
教
室
で
あ
る
「
西
の
寺
子
屋
」
の
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
年

寄
り
と
子
ど
も
た
ち
の
関
わ
り
を
大
切
に
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
地
域
で
支
え
て

い
こ
う
と
い
う
主
旨
で
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
、
お
陰
様

で
生
き
生
き
し
た
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る

事
が
出
来
て
、
私
も
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
一
計
は
腹
筋
運
動
へ
の
取
り
組
み

で
す
。
毎
日
鍛
え
る
事
で
、
お
腹
が
ス
マ
ー

ト
に
な
り
、
ベ
ル
ト
の
穴
も
ひ
と
つ
縮
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
リ
バ
ウ
ン
ド
し
な
い

よ
う
に
努
め
ま
す
。

　

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
計
画
す
る
事
は

簡
単
で
す
が
、
実
行
し
、
継
続
す
る
事
は
難

し
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
頭
も
体
も
維
持

向
上
に
取
り
組
む
事
は
、
長
寿
時
代
に
は
大

事
な
事
で
す
。
今
の
60
代
70
代
は
ま
だ
ま
だ

若
く
、
社
会
も
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
今
後

も
努
力
を
積
み
重
ね
、
自
分
に
と
っ
て
も
楽

し
い
充
実
し
た
生
涯
生
活
が
送
れ
、
町
の
お

助
け
隊
と
し
て
、
い
ろ
ん
な
サ
ポ
ー
ト
が
出

来
た
ら
と
日
々
思
っ
て
い
ま
す
。

長田自治会　藤本  毅

右
上
ロ
ゴ
：
生
涯
学
習
の
マ
ス
コ
ッ
ト
「
マ
ナ
ビ
ィ
」

　
　
　
　
　

デ
ザ
イ
ン
…
石
ノ
森
章
太
郎

No.277

計画する事は簡単ですが、
実行し、継続する事は難しい。

▲ 田布施川さくら健康マラソン大会に参加して ▲ 西の寺子屋教室で、水辺の生きものを観察中
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No.174

　
「
篠
笛
赤
と
ん
ぼ
」
は
篠
笛
を
個

人
的
に
愉
し
ん
で
い
た
人
た
ち
が
、

会
と
し
て
集
い
演
奏
を
愉
し
む
の
も

「
ア
リ
」
で
は
な
い
か
と
の
思
い
で

平
成
二
十
六
年
一
月
に
発
足
し
ま
し

た
。
主
と
し
て
練
習
す
る
曲
は
、
誰

も
が
知
っ
て
い
る
童
謡
・
唱
歌
で
楽

し
く
篠
笛
を
吹
く
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。ま
た
春
に
は
お
花
見
会
、

野
外
桜
の
木
の
も
と
で
、
年
末
に
は

忘
年
会
で
、
メ
ン
バ
ー
各
自
が
好
き

な
曲
を
披
露
す
る
な
ど
と
て
も
楽
し

い
会
で
す
。

　

篠
笛
と
は
、
篠
竹
（
女
竹
）
に
七

つ
の
指
孔
を
開
け
た
だ
け
の
簡
単
な

構
造
の
笛
で
、
古
く
か
ら
庶
民
の
楽

器
と
し
て
祭
囃
子
や
神
楽
な
ど
に
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
流
派
の
あ

る
他
の
和
楽
器
と
違
い
、
誰
も
が
自

由
に
吹
き
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
種

類
は
古
典
と
唄
用
が
あ
り
ま
す
。「
篠

笛
赤
と
ん
ぼ
」
で
は
、
唄
用
（
ド
レ

ミ
調
）
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

日
々
の
生
活
に
追
わ
れ
て
い
る
今

日
の
つ
か
の
ま
の
一
息
の
安
ら
ぎ
、

ま
た
非
日
常
性
を
求
め
る
と
き
、
日

本
的
な
音
色
の
篠
笛
は
そ
の
よ
り
ど

こ
ろ
一
つ
と
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の

笛
は
、
昔
懐
か
し
い
童
謡
や
唱
歌
に

合
い
、「
篠
笛
赤
と
ん
ぼ
」
は
こ
れ
ら

の
曲
の
練
習
を
通
じ
メ
ン
バ
ー
の
親

睦
、
こ
こ
ろ
の
癒
し
に
、
ま
た
思
い
っ

き
り
音
が
出
せ
る
教
室
で
笛
を
吹
き
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
て
い
ま
す
。

　

篠
笛
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
、
見

学
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

篠笛赤とんぼ

　
「
西
の
寺
子
屋
」は
、
田
布
施
西
小
学

校
を
活
動
拠
点
と
し
、
全
学
年
を
受
講

対
象
と
し
た
、
地
域
が
運
営
す
る
放
課

後
課
外
教
室
で
す
。

　

児
童
の
居
場
所
作
り
と
、「
学
校
で

は
味
わ
え
な
い
体
験
を
！
」
と
の
思
い

か
ら
、
平
成
25
年
度
よ
り
①
伝
統
・
郷

土　

②
自
然
・
動
植
物　

③
文
化
・
芸

術
・
料
理　

④
し
め
縄　

⑤
ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
５
つ
を
柱
と
す

る
様
々
な
講
座
を
、
年
間
に
亘
っ
て
開

講
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
①
は
、
昨
年
度
ま
で
は
「
わ

が
町
田
布
施
町
発
見
～
紙
芝
居
か
ら

ズ
ー
ム
イ
ン
」
と
題
し
て
、
郷
土
の
紙

芝
居
を
教
材
に
学
び
ま
し
た
。
今
年
度

は
よ
り
活
動
的
に
、
古
民
具
を
使
っ
た

黄
粉
作
り
や
古
墳
見
学
な
ど
を
実
施
し

ま
す
。
提
供
い
た
だ
く
大
豆
の
栽
培
か

ら
石
臼
の
修
理
と
、
多
方
面
の
方
々
に

支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
③
の
「
こ
と
ば
で
あ
そ
ぼ
う

～
俳
句
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～
」
で
は
、
校

庭
を
散
策
し
、
17
文
字
の
中
に
思
い
を

込
め
る
児
童
の
姿
は
真
剣
で
、
時
間
が

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま
す
。

今
年
度
は
、
10
月
3
日
に
第
43
回
草
炎

全
国
俳
句
大
会
で
、
１
年
生
の
福
本
阿

月
さ
ん
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

④
の
し
め
縄
作
り
で
は
、
校
区
を
超

え
た
沢
山
の
方
に
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
児
童
や
世
話
人
の
中
に
も
指
導
で

き
る
人
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

今
、「
西
の
寺
子
屋
」を
通
じ
て
、
地

域
の
人
々
が
学
校
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
関
わ
る
様
々
な
組
織
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
柔
軟
に
巻
き
込
み
な
が

ら
、
つ
な
が
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
も
大
人
も
、
関
わ
っ
た
す
べ
て

の
人
が
当
事
者
で
あ
り
、
き
ら
き
ら
し

た
瞳
で
笑
顔
に
な
れ
る
、
そ
ん
な
『
居

場
所
』で
あ
り『
学
び
の
場
』で
あ
り
た

い
と
思
い
ま
す
！

■活動日　第一および第三火曜日
　　　　　午前10時～正午
■場　所　麻郷公民館 
■代表者　中村 仁

サ ー
ク

ル ス
ケ ッ

チ

地
 域

 協 育 ネ ッ ト

輝く瞳のために！
…地域まるごと関係者

「西の寺子屋」　　　　　
コーディネーター　　

三輪  道代    　
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吉
村　

勝
義

田
村　

節
子

利
長
さ
だ
お

村
田
ミ
チ
エ

小
村　

洋
子

11月の
休館日

 

絵
本 

 

一
般 

図
書
館
へ

行
こ
う
。

もう一冊。

2015　11/13 号　

毎週月曜日・祝日
祝日振替　24 日（火）
月末整理日　29 日（日）

ス

ー

パ

ー

ム

ー

ン

に　

自

転

車

で

向

か

う

団ど

ん

ぐ

り栗

を

拾

う　

あ

の

頃

素

直

だ

っ

た

や

が

て

は

土

に

還

え

る　

足

を

洗
っ
て
い
る

何

度

で

も　

言

い

た

い

こ

と

は

あ

る

名
月
に
照
ら
し
て
み
る　

す
っ
ぴ
ん
の
心
の
透
明

　
　
　
　

短
歌

網
戸
越
し
に
飛ば

っ

た蝗
の
足
を
く
す
ぐ
れ
ば

　
　

焼
け
ゆ
く
空
へ
消
え
て
ゆ
き
た
り	

久
保　
　

敬

あ
ふ
れ
い
る
人
ら
帰
り
て
ゆ
く
「
家
」
の

　
　

見
え
ぬ
東
京
ビ
ル
の
街
な
り	

吉
村　

京
子

尾
花
活
け
名
月
仰
ぎ
祈
り
を
り

　
　

明
日
観
る
月
は
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン	

岡
本
ま
さ
子

蛙
跳
ぶ
こ
と
す
ら
驚
く
幼
児
の

　
　

心
い
つ
ま
で
も
み
ず
み
ず
し
か
れ	

藤
田　

京
子

台
風
の
置
き
土
産
な
る
実
桜
が

　
　

柿
と
並
ん
で
花
開
お
り	

城　
　

恭
子

周
防
一
夜
会

　
　
　
　

喜
生
句
会

鶏
頭
に
只ひ

た
す
ら管

と
い
う
力
あ
り	

片
山　

淳
子

さ
よ
な
ら
も
言
え
ず
に
去
り
し
白し

ろ
ふ
よ
う

芙
蓉	

國
近　

菊
枝

木
の
実
落
つ
音
の
太
さ
に
背
骨
立
つ	

森
永　

初
惠

柿
好
む
子
規
い
っ
ぺ
ん
に
十
六
個	

田
邊
留
美
子

雨
宿
り
そ
こ
に
底
紅
ひ
そ
と
坐
す	

今
井
貴
代
子

芋
の
露
そ
っ
と
繋
げ
て
首
飾	

石
永
美
智
子

『新しい道徳
「いいことをすると気持がいいい」のはなぜか』
　　　　　　　　　　北野 武  著

日本人にとって「道徳」とは何か？この
問に答えられる親や教師はいるのだろ
うか。まず最初に大人たちが、真面目
に考えた方がいい。北野武が現代の核
心をえぐる、未だかつてない道徳論。

問田布施図書館　☎ 52-2288
　HP　　  http://library.town.tabuse.yamaguchi.jp
　E-mail　library.tabuse@town.tabuse.yamaguchi.jp

か
ご
に
の
っ
て 

と
よ
た
か
ず
ひ
こ

ケ
ー
キ
や
け
ま
し
た 

彦
坂　

有
紀

岬
の
マ
ヨ
イ
ガ 

柏
葉　

幸
子

ぱ
れ
ー
ど 

山
村　

浩
二

オ
ニ
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン 

大
島　

妙
子

世
界
一
お
も
し
ろ
い
数
の
本

 

カ
リ
ー
ナ
・
ル
ア
ー
ル

２
分
の
１
成
人
式 

井
上　

林
子

書店の店長・立石花は 12 歳の時に一家
離散し、親戚のおばさんと船橋で暮らす
ように。その頃から少女が出てくる夢を
何度も見るが…。

『朝日新聞』連載を単行本化。

50
代
か
ら
の
成
功
リ
フ
ォ
ー
ム

 

主
婦
の
友
社

女
子
の
た
め
の
髪
育
レ
ッ
ス
ン 浜

中　

聡
子

人
生
の
道
し
る
べ 

宮
本　
　

輝

ス
キ
ン
・
コ
レ
ク
タ
ー 

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
ー

虚
栄 

久
坂
部　

羊

『ふなふな船橋』
　　　　　　　　  吉本 ばなな  著

おしゃべり箱おはなしの会
11月28日（土）  午前10時30分～
　図書館２Ｆ講座室にて

お風呂に入るために、お母さんに服を脱
がされそうになったぼく。自分で脱ぐっ
て言ったのに、お母さんが急いで脱がそ
うとするから、ひっかかって脱げなくなっ
ちゃった。ひとりで脱ぐから大丈夫って、
いろいろやってみたけど…。

句
俳

短
歌

 イ ベ ン ト 

『もうぬげない』
　　　　　　　ヨシタケ シンスケ  著
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月～金曜日　8:30 ～15:30
（ 昼　休　み　　12:15 ～13:15 ）

土　曜　日　8:30 ～13:30

おんとも
子育て支援センター

柳
井
警
察
署
だ
よ
り

問
☎
23
‐
０
１
１
０

　

 http://w
w

w
.police.

　
　
　

pref.yam
aguchi.jp/

　
　
　
　
　

1040/index.htm

『女性に対する暴力をなくす運動』

　11 月 12 日（木）～ 25 日（水）までの間、
全国一斉に「女性に対する暴力をなくす
運動」が行われます。
  DV・ストーカーや性犯罪など、女性に
対する暴力は決して許される行為ではあ
りません。
　警察では、DV 防止法やストーカー規
制法などの法律に基づいて、防犯指導
や対応方法等の教示、関係機関と連携し
た被害者の保護対策や加害者への指導警
告・検挙など、必要な措置を行います。
　女性に対する暴力でお悩みの人は、右
記の窓口（24 時間受付）に相談してくだ
さい。

※５日（土）は保育園行事のためお休みです。
※今年の支援センターの開放は 22 日（火）までです。

○警察相談窓口
・警察総合相談
　♯ 9110　または　083-923-9110

・レディース・サポート 110
　0120-378387（フリーダイヤル）
　または 083-932-7830

・柳井警察署
　23-0110
○山口県警察ホームページ
　（対応方法などに関する情報を掲載）
　http://www.police.pref.yamaguchi.lg.jp/

広報たぶせNo.950

問
社
会
福
祉
協
議
会

☎
53
‐
１
１
０
３

（
９
／
16
～
10
／
15 

受
付
分
）

＊ 

百
歳
記
念
と
し
て

葛　

岡　

田
中
千
鶴
子

＊ 

長
寿
お
祝
い
金
を

砂　

田　

今
井
政
一

新　

町　

石
原
全
義

匿
名
２
件

＊ 

秋
の
展
示
即
売
会
の
売
上
を

千
草
会

＊ 

社
会
福
祉
事
業
へ

コ
ン
サ
ー
ト
参
加
者
一
同

＊ 

香
典
返
し

天　

神　

桒
原
眞
佐
夫
（
父
）
喜
佐
登

葛　

岡　

榎
本
禎
子
（
夫
）
勝
美

名　

倉　

小
野
本
直
之
（
父
）
哲
雄

石
の
口　

國
永
博
敏
（
母
）
正
枝

山
口
市　

野
村
敏
正
（
母
）
正
惠

岸
田
団
地　

滝
本　

努
（
父
）
寛

匿
名
２
件

＊ 

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
借
用
お
礼

　

 

と
し
て

匿
名
２
件

＊ 

ベ
ッ
ド

匿
名
１
件

はいはい

１ 日 ( 火 )　手作りおもちゃを作ろう
８ 日 ( 火 )　身体測定
15 日 ( 火 )　ふれあい遊び

あんよができるまでの赤ちゃん対象

すくすく

９ 日 ( 水 )　調理実習※予約制 10 組限定

11 日 ( 金 )　身体測定

H24.4.2 ～ H25.4.1 生まれの 2 歳児対象

よちよち

３ 日 ( 木 )　おにぎりギュッ！
10 日 ( 木 )　身体測定
17 日 ( 木 )　ふれあい遊び

あんよが上手にできる H25.4.2 以降生まれ対象

赤ちゃんサロン（12月行事） 10:00 ～ 12:00

全員対象

２ 日 ( 水 )　誕生会
16 日 ( 水 )　リトミック
　　　　　　（クリスマス音楽会）

問たぶせ保育園　☎53-1012

施設開放 *  *  *

防
災
行
政
無
線
の
放
送
内
容　
電
話
で
内
容
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　

☎
51
‐
４
０
１
１
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お 

知 

ら 

せ

く ら し の 情 報

相
　
談

2015　11/13 号　

　

平
成
27
年
１
月
～
12
月
ま
で
の
間

に
納
付
さ
れ
た
、国
民
健
康
保
険
税
・

介
護
保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
の
納
付
証
明
書
を
１
月
中
旬
ご

ろ
に
郵
送
し
ま
す
。

　

こ
の
納
付
証
明
書
は
、
確
定
申
告

な
ど
で
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
の
証
明
と
し
て
送
付
す
る
も
の

で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。
年
末
調
整
な
ど
で
早
め
に
必

要
と
な
る
人
は
、
健
康
保
険
課
の
窓

口
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◇
問
合
せ
先

・
健
康
保
険
課  

賦
課
徴
収
係

　

☎
52
‐
５
８
０
９

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

【 

自
動
車
利
用
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査 

】

　

国
土
交
通
省
で
は
、
10
月
中
旬
～

11
月
下
旬
に
か
け
て
、「
自
動
車
の

利
用
実
態
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」（
道
路
交
通
起
終
点
調
査
）
を
行

い
ま
す
。

【 

草
刈
り
機
を
安
全
に
使
い
ま
し
ょ
う 

】

　

草
刈
り
機
は
田
畑
の
農
作
業
だ
け

で
な
く
、
道
路
や
宅
地
、
公
園
や
水

路
の
管
理
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
広

く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
作

業
は
、
事
故
の
発
生
率
が
高
く
な
り

【 

保
険
税
・
保
険
料

納
付
証
明
書
の
送
付 

】

　

県
で
は
、
母
子
・
父
子
家
庭
お
よ

び
寡
婦
の
人
が
扶
養
さ
れ
て
い
る
20

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
入
学
や
就
職

な
ど
に
必
要
な
経
費
や
修
学
資
金
に

対
し
て
、
無
利
子
で
貸
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。（
日
本
学
生
支
援
機
構
奨

学
金
な
ど
他
の
制
度
を
利
用
し
な
い

【 

母
子
・
父
子
・
寡
婦

福
祉
資
金
貸
付
制
度 

】

 
― 

考
え
よ
う 

相
手
の
気
持
ち

 　

育
て
よ
う 

思
い
や
り
の
心 

―

【 

人
権
週
間 

】

人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。）

　

貸
付
に
当
た
っ
て
は
事
前
相
談
、

申
請
者
お
よ
び
保
証
人
な
ど
の
面
談

が
必
要
で
す
。
申
請
か
ら
貸
付
ま
で

に
約
１
ヶ
月
半
を
要
し
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇
主
な
資
金

　

就
学
支
度
資
金
・
修
学
資
金
・
修

学
資
金
特
別
（
自
動
車
運
転
免
許

取
得
費
用
）・
就
職
仕
度
資
金

◇
申
込
期
限

・
就
学
支
度
資
金

　

平
成
28
年
１
月
29
日（
金
）

※
２
月
に
借
入
を
希
望
さ
れ
る
人
は

平
成
28
年
１
月
４
日（
月
）

・
修
学
資
金
（
平
成
28
年
４
月
か
ら

希
望
さ
れ
る
人
）

　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

◇
問
合
せ
先

・
柳
井
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

保
健

福
祉
企
画
室　

☎
22
‐
３
７
７
７

・
町
民
福
祉
課　

☎
52
‐
５
８
１
０

ま
す
。

◇
事
故
の
防
止
の
た
め

　

次
の
点
を
必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
！

・
防
じ
ん
メ
ガ
ネ
な
ど
の
保
護
具
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
周
囲
に
人
が
い
な
い
こ
と
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

・
高
所
の
枝
払
い
な
ど
無
理
な
体
勢

で
の
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
刃
に
草
な
ど
が
詰
ま
っ
た
と
き
は

動
力
を
停
止
し
ま
し
ょ
う
。

◇
参
考
Ｈ
Ｐ

・
独
立
行
政
法
人
国
民
生
活
セ
ン

タ
ー　

注
目
情
報　

２
０
１
３
年

７
月
４
日　

発
表
情
報

・「
刈
払
機
（
草
刈
機
）
の
使
い
方
に

注
意　

指
の
切
断
や
目
に
障
害
を

負
う
事
故
も
」

・「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー　

刈
払
機
」

で
検
索

◇
問
合
せ
先

　

経
済
課　

☎
52
‐
５
８
０
５

　

本
調
査
は
、
車
の
１
日
の
動
き
に

つ
い
て
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
、
ど
う

い
う
目
的
で
移
動
し
た
か
な
ど
を
調

査
す
る
も
の
で
、
現
在
の
交
通
実
態

を
把
握
し
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り

や
将
来
の
道
路
計
画
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。

　

調
査
は
、
山
口
県
内
か
ら
無
作
為

に
選
び
出
さ
れ
た
約
４
万
５
０
０
０

台
を
対
象
に
、
調
査
票
を
郵
送
し
、

調
査
票
を
郵
送
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
に
よ

り
回
収
し
ま
す
。

　

本
調
査
の
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
実
施
主
体
：
国
土
交
通
省  

山
口

河
川
国
道
事
務
所  

計
画
課
）

◇
問
合
せ
先

　

山
口
県
自
動
車
起
終
点
調
査

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０
‐
51
‐
９
８
１
１

　
（
受
付
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後

　

６
時
、
日
曜
・
祝
日
を
除
く
）
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募
　
集

広報たぶせNo.950

＊「
広
報
た
ぶ
せ
」の
点
字
版
ま
た
は
音
訳
テ
ー
プ
を
お
届
け
し
ま
す
。
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
53
‐
１
１
０
３
）へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

　

起
業
や
新
た
な
事
業
展
開
に
向
け

た
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作
成
の
た
め
の

講
座
で
す
。

◇
日
時

　

12
月
５
日（
土
）・
12
日（
土
）

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

【「
起
業
家
養
成
基
礎
集
中
講
座
」

受
講
生
（
島
ス
ク
エ
ア
） 

】

講
習
・
講
座

【 

い
き
い
き
講
座 

】

　

認
知
症
予
防
は
、
体
づ
く
り
か
ら

で
す
。
認
知
症
に
な
り
に
く
い
生
活

ス
タ
イ
ル
を
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

◇
日
時　

12
月
４
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

西
田
布
施
公
民
館

◇
内
容　

予
防
の
た
め
の
食
事
、
運

動
に
よ
る
予
防
方
法

※
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

◇
講
師　

町
保
健
師
・
町
栄
養
士

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

12
月
１
日（
火
）

※
「
た
ぶ
せ
・
い
き
い
き
健
康
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」の
対
象
講
座
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
52
‐
４
９
９
９

◇
日
時　

11
月
23
日（
月
・
祝
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

◇
場
所　

商
工
会
館
サ
リ
ジ
エ

◇
相
談
内
容

　

税
理
士
に
よ
る
空
き
家
と
相
続
の

対
策
セ
ミ
ナ
ー
、
宅
地
建
物
取
引

士
・
司
法
書
士
・
土
地
家
屋
調
査

士
・
税
理
士
・
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
に
よ
る
個
別
相
談
会

◇
参
加
料

　

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

◇
問
合
せ
先

　
（
一
社
）
山
口
県
宅
建
協
会
柳
井

支
部

　

☎
23
‐
２
３
８
９

【 

ハ
ト
マ
ー
ク
空
き
家
無
料
相
談
会 

】

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
28
年
度
第

１
学
期（
４
月
入
学
）の
学
生
を
募
集

中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
。心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な

ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、

職
業
の
人
が
学
ん
で
い
ま
す
。

◇
出
願
締
切

・
第
１
回　

平
成
28
年
２
月
29
日（
月
）

・
第
２
回　

平
成
28
年
３
月
20
日（
月
）

◇
資
料
請
求
・
問
合
せ
先　

　

放
送
大
学
山
口
学
習
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
３
‐
９
２
８
‐
２
５
０
１

　

12
月
４
日
（
金
）
～
10
日
（
木
）

は
「
第
67
回
人
権
週
間
」
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
よ
る
「
特
設
人

権
相
談
所
」
を
開
設
し
ま
す
。

◇
日
時　

12
月
21
日（
月
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

◇
場
所　

中
央
公
民
館

◇
相
談
内
容　

人
権
、
法
律
、
土
地
、

家
屋
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
な
ど
あ

ら
ゆ
る
生
活
上
の
心
配
事

◇
問
合
せ
先

　

山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

　

☎
０
８
３
４
‐
28
‐
０
２
４
４

【 

健
康
ま
る
ご
と
講
座
（
第
６
回
） 

】

　

寒
く
な
る
と
体
調
の
変
化
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。
血
液
の
流
れ

が
悪
く
な
り
、
狭
心
症
・
心
筋
梗
塞

を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
冬
場
の
健
康
管
理
に
つ
い

◇
場
所

　

島
ス
ク
エ
ア
起
業
教
育
研
究
セ
ン

　

タ
ー（
大
島
夢
さ
く
広
場
）

◇
受
講
料　

無
料

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

大
島
郡
周
防
大
島
町
小
松

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
９
１
‐
１

　

大
島
商
船
高
等
専
門
学
校

　
　
　
　
　
　

総
務
課
社
会
連
携
係

　

☎
74
‐
５
５
２
４

【 

放
送
大
学
４
月
生 

】

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」に掲載している内容とは関係ありません。

て
の
講
座
で
す
。

◇
日
時　

12
月
18
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

◇
場
所　

高
齢
者
い
き
い
き
館

◇
内
容　

冬
場
の
健
康
「
突
然
、
病

気
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

◇
講
師　

町
保
健
師

◇
参
加
料　

無
料

◇
申
込
期
限　

12
月
11
日（
金
）

※
「
た
ぶ
せ
・
い
き
い
き
健
康
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
」の
対
象
講
座
で
す
。

◇
申
込
み
・
問
合
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

☎
52
‐
４
９
９
９



人口と世帯

… 人口 …
15,769  人

（増減＋３人）

… 男 …
7,500  人 

… 女 …
8,269  人 

… 世帯 …
7,007 世帯

（10 月１日現在）

今月の納期

11 月・12 月

休日・夜間納税（相談）窓口

◇納付場所　  町役場１階 税務課窓口

◇対象および内容の問合せ先

■休日昼間納税（相談）窓口（８:30 ～ 17:00）
　11 月 29 日（日）　12 月 27 日（日）

■平日夜間納税（相談）窓口（～ 20:00）
　11 月 30 日（月）　12 月 28 日（月）

　滞納が続くと、納期から本税（料）
納付までの経過日数に応じて延滞金が
加算されます。督促手数料や延滞金を
含めて完納とならない場合、滞納処分
を受けることになります。
　やむを得ず納期限までに納付できな
い事情のある人などの納付に関する相
談もお受けします。

　町県民税・固定資産税・軽自動車税
　　　　　　………税　務　課　　☎ 52-5804
　国民健康保険税
　後期高齢者医療保険料・介護保険料
　　　　　　………健康保険課　　☎ 52-5809
　保育料および児童クラブ保育料
　　　　　　………町民福祉課　　☎ 52-5810
　町営住宅使用料および駐車場使用料
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5807

　下水道受益者負担金
　　　　　　………建　設　課　　☎ 52-5817

○国民健康保険税・介護保険料
　後期高齢者医療保険料 （５期）

2015　11/13 号　●印刷所　キッショウ株式会社 本紙は環境にやさしい再生紙を使用しています。

以下は広告スペースです。「広報たぶせ」の内容とは関係ありません。

11 月９日（月）～ 15 日（日）は「秋の火災予防運動」です

　この時季は、空気が乾燥する日が続き、冬に
かけて暖房器具など火気を使用する機会が多く
なりますので、火の元、火の取り扱いには十分
注意しましょう。

問光地区消防組合消防本部予防課　☎ 0833-74-5602

●平成 27 年度全国統一防火標語
　「  無防備な　心に火災が　かくれんぼ  」
●山口県防火標語
　「  使う火は　見守る習慣　消す習慣  」

広
報
の
お
話
　
vol
６

　

あ
な
た
に
と
っ
て
、
ふ
る
さ
と

と
は
何
で
す
か
？

　

わ
た
し
は
、
中
学
２
年
の
と
き

に
田
布
施
町
に
引
っ
越
し
て
き
ま

し
た
。
大
学
進
学
で
他
県
に
出
た

た
め
、
学
生
時
代
、
こ
の
町
に
住

ん
で
い
た
期
間
は
た
っ
た
の
５
年

に
な
り
ま
す
。
親
の
都
合
で
転
勤

の
多
か
っ
た
わ
た
し
に
と
っ
て
、

「
ふ
る
さ
と
」
と
い
う
言
葉
は
無
縁

な
も
の
で
し
た
。

　

11
月
３
日
。
田
布
施
町
合
併
60

周
年
記
念
式
典
で
、
多
く
の
町
民

の
み
な
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
町
に
貢
献
し

て
き
た
人
た
ち
が
、
誇
り
を
胸
に

田
布
施
中
学
校
の
体
育
館
に
集
う

―
―
―
そ
の
姿
を
見
て
、「
こ
の
町

は
す
ば
ら
し
い
人
た
ち
に
支
え
ら

れ
て
歴
史
を
築
い
て
き
た
ん
だ
な
」

と
感
動
す
る
自
分
が
い
ま
し
た
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
町
で
は
な
い
で

す
が
、
わ
た
し
は
こ
れ
か
ら
「
ふ
る

さ
と
は
田
布
施
町
で
す
」
と
言
お
う

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
町

を
元
気
で
楽
し
い
町
に
し
て
い
き

た
い
で
す
。
笑
顔
で
賞
状
を
受
け

取
っ
た
み
な
さ
ん
の
よ
う
に
！

（
ふ
る
さ
と
っ
て
い
い
な
…
広
報
担
当
）
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● 編集・発行　田布施町役場　総務企画課  企画係
　〒 742-1592   山口県熊毛郡田布施町大字下田布施 3440 番地 1

☎ 0820-52-5803
　0820-53-0140

HP　　http://www.town.tabuse.lg.jp
E-mail  kikakuzaisei@town.tabuse.lg.jp

１
（火）

■健康・栄養相談　10:00 ～ 11:30（いきいき） 16
（水）

■保健センター開放日　10:00 ～ 12:00（西公）
■無料法律相談

２
（水）

■４か月児相談　10:00 ～ 10:30（西公） 17
（木）

３
（木）

■３歳児健診　13:00 ～ 13:30（西公） 18
（金）

■まるごと講座　13:30 ～ 15:00（いきいき）

４
（金）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公）
■いきいき講座　13:30 ～ 15:00（西公）

19
（土）

５
（土）

20
（日）

６
（日）

21
（月）

７
（月）

■育児相談　10:00 ～ 11:00（西公）
■魅力再発見ウォーキング　8:30 ～ 10:00（西公）

22
（火）

■献血　13:00 ～ 16:00（マックスバリュ田布施店）

８
（火）

23
（水）

９
（水）

■天体教室　19:00 ～ 21:00（中学） 24
（木）

■こころの相談　13:30 ～ 15:00（いきいき）

10
（木）

■離乳食教室　10:00 ～ 11:30（西公） 25
（金）

11
（金）

26
（土）

12
（土）

27
（日）

13
（日）

■町内一周駅伝競争大会　10:00 ～（スポーツセンター） 28
（月）

14
（月）

29
（火）

15
（火）

30
（水）

31
（木）

12月のカレンダー
省
略
文
字

●中公：中央公民館　　　●西公：西田布施公民館　●東公：東田布施公民館
●郷公：麻郷公民館　　　●城公：城南公民館　　　●里公：麻里府公民館
●いきいき：高齢者いきいき館　 ●麻福：麻郷福祉会館　　●中学：田布施中学校

柳 井 川

区分 診療日 診療時間

休日
昼間

日曜日・祝日
盆（８月 15 日）
年末年始（12 月 30 日～１月３日）
※これらの日の夜間診療はありません。

午前９時～正午
（受付 午前 11 時 30 分まで）
午後１時～午後５時

（受付 午後４時 30 分まで）

平日
夜間

月～金曜日
※土曜日の診療はありません。

午後７時～午後 10 時
（受付 午後９時 30 分まで）

休日夜間応急診療所
（柳井市中央１- ５- ３）

●連絡先（診療時間内）

☎ 22-9001

【心】

【困】

【介】

【介】

【困】 今月の困りごと相談
日時 12 月 21 日（月）
　　  午前 10 時～午後３時
場所 中央公民館１階和室
 問　町民福祉課 ☎ 52-5811
※子どもの人権相談・行政相談も
　受け付けています

【心】 心配ごと相談
日時 毎週月曜日
　　 午前 10 時～正午

（祝日・困りごと相談日を除く）

場所 町社会福祉協議会
 問　☎ 53-1103

【介】 介護よろず相談
日時 第２・４木曜日
　　 午前 10 時～午前 11 時
場所 高齢者いきいき館
 問　地域包括支援センター
  　　☎ 53-1292

【心】

【心】

【法】 弁護士無料法律相談
日時  12 月 16 日（水）
　　  午前９時～
場所 町役場１階保健室
 問 町民福祉課 ☎ 52-5811
※電話による完全予約制(先着順)
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